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（５）研究成果の概要（公開） 

蛋白質間相互作用情報は継続的に明らかにされ、データベースに蓄積されているが、生体内におけるあ

らゆる蛋白質の相互作用情報やそれらの相互作用ネットワークを完全に明らかにするには程遠い。本研

究課題では、ゲノムスケールでの蛋白質間相互作用情報を明らかにするために、信頼性の高い相互作用

予測手法の開発及びゲノムスケールでの蛋白質間相互作用予測を目指す。 
2021 年度は、次の(I)と(II)の研究を実施した；(I) 信頼性の高い相互作用予測手法の開発に必要なデー

タセットを得るために、相同蛋白質における相互作用情報を統合化し、MongoDB に蓄積した。また(II) 
文献データからの蛋白質間相互作用情報の抽出に向けて、単語の分散表現手法である Word2Vec を用い

た蛋白質名の検索システム（UniProt ID など検索）のプロトタイプを作成した。 
現在、(I)については、相互作用する蛋白質間について物理化学的な特徴分析や NLP を用いたデータ分

析を行っている。また(II)については、Word2Vec の学習モデルを作成するためのデータ数を増やし、検

索精度の向上を目指す予定である。 


